















































































































  度数 平均値 標準偏差 
二親世帯 1952 39.84  6.847  
母子世帯 190 42.68  7.281  
合計 2142 40.09  6.932  
（統計検定） Ｔ検定 ｔ＝-5.422 df＝2140  p=＜0.001  r＝0.12 
       Mann-Whitney 検定  U＝2048588.5  Z＝-5.286  p=＜0.001 ｒ＝-0.11 
表2 二親世帯と母子世帯の長子年齢の違い 
 度数 平均値 標準偏差 
二親世帯 1910 11.11 6.732 
母子世帯 182 15.62 6.446 
合計 2092 11.51 6.825 
 注）別居の子どもを含んだ分析 
（統計検定） Ｔ検定 ｔ＝-8.650  df＝2090  p=＜0.001  r＝0.19 
       Mann-Whitney 検定  U＝109143.5  Z＝-8.312  p=＜0.001  r＝-0.18 
表3 二親世帯と母子世帯の末子年齢の違い 
 度数 平均値 標準偏差 
二親世帯 1952 7.82  5.708  
母子世帯 190 12.03  5.069  
合計 2142 8.19  5.778  
注）現在同居中のもののみでの分析 
（統計検定） Ｔ検定 ｔ＝-10.793  df＝238.167   p=＜0.001  r＝0.57 









 度数 平均値 標準偏差 
二親世帯 1952 1.89  0.803  
母子世帯 190 1.74  0.805  
合計 2142 1.88  0.804  
（統計検定） Ｔ検定 ｔ＝2.472  df＝2140  p=0.014  r＝0.05 













表5 二親世帯と母子世帯の母親の就業状況の違い   
世帯種別  就業 非就業(求職) 非就業(非求職・学生) 合計 
二親世帯 ｎ 1100 221 616＊ 1937 
％ 56.8% 11.4% 31.8% 100.0% 
母子世帯 ｎ 150＊ 23 17 190 
％ 78.9% 12.1% 8.9% 100.0% 
合計 ｎ 1250 244 633 2127 
％ 58.8% 11.5% 29.8% 100.0% 
注）非就業（求職状況不明）のデータは欠落させている。 









 表6 二親世帯と母子世帯の母親の学歴（母親の最後に通った学校）の違い 
世帯種別  小・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院 その他 合計 
二親世帯 ｎ 30 650 522＊ 347＊ 292 1841 
％ 1.6% 35.3% 28.4% 18.8% 15.9% 100.0% 
母子世帯 ｎ 14＊ 77＊ 35 11 36 173 
％ 8.1% 44.5% 20.2% 6.4% 20.8% 100.0% 
合計 ｎ 44 727 557 358 328 2014 
％ 2.2% 36.1% 27.7% 17.8% 16.3% 100.0% 








表7 二親世帯と母子世帯の15歳時の生活状況の違い   





二親世帯 度数 94 227 1021 237 127 1706 
％ 5.5% 13.3% 59.8% 13.9% 7.4% 100.0% 
母子世帯 度数 10 31 90 21 7 159 
％ 6.3% 19.5% 56.6% 13.2% 4.4% 100.0% 
合計 度数 104 258 1111 258 134 1865 
％ 5.6% 13.8% 59.6% 13.8% 7.2% 100.0% 





















普通 やや苦しい 大変苦しい 合計 
二親世帯 ｎ 16 207 854＊ 603 239 1919 
％ 0.8% 10.8% 44.5% 31.4% 12.5% 100.0% 
母子世帯 ｎ 0 14 55 60 55＊ 184 
％ 0.0% 7.6% 29.9% 32.6% 29.9% 100.0% 
合計 ｎ 16 221 909 663 294 2103 
％ 0.8% 10.5% 43.2% 31.5% 14.0% 100.0% 












表9 二親世帯と母子世帯の平均等価所得の違い  
 度数 平均値 標準偏差 
二親世帯 1771 319.42  243.258  
母子世帯 176 133.55  127.477  
 1947 302.62  241.093  
統計検定） Ｔ検定 ｔ＝16.575  df＝320.425  p=＜0.001  r＝0.68    





























  中高所得 低所得  
二親世帯 ｎ 1501＊ 270 1771 
％ 84.8% 15.2% 100.0% 
母子世帯 ｎ 57 119＊ 176 
％ 32.4% 67.6% 100.0% 
合計 ｎ 1558 389 1947 
％ 80.00% 20.00% 100.00% 





































二親世帯 ｎ 919 98 101 738 1856 
％ 49.5% 5.3% 5.4% 39.8% 100.0% 
母子世帯 ｎ 73 9 11 78 171 
％ 42.7% 5.3% 6.4% 45.6% 100.0% 
合計 ｎ 992 107 112 816 2027 
％ 48.9% 5.3% 5.5% 40.3% 100.0% 










二親世帯 ｎ 1098＊ 221 63 495 1877 
％ 58.5% 11.8% 3.4% 26.4% 100.0% 
母子世帯 ｎ 87 15 16＊ 60＊ 178 
％ 48.9% 8.4% 9.0% 33.7% 100.0% 
合計 ｎ 1185 236 79 555 2055 
％ 57.7% 11.5% 3.8% 27.0% 100.0% 

































































































































































































































































































































































































































































































表15 二親世帯と母子世帯の友人・知人からの受領サポート    
 度数 平均値 標準偏差 
二親世帯 1794 4.18 2.545 
母子世帯 164 4.35 2.651 
合計 1958 4.20 2.554 
（統計検定） Ｔ検定 ｔ＝-0.796  df＝1956  p=0.426   









 度数 平均値 標準偏差 
二親世帯 1794 8.49 1.990 
母子世帯 164 6.46  3.024  
合計 1958 8.32  2.170  
（統計検定） Ｔ検定 ｔ＝8.424  df＝176.138  p＜0.001  r＝0.54   
       Mann-Whitney 検定  U＝85124.500  Z＝--9.328  p＜0.001   ｒ＝－0.21 
 
表17 二親世帯と母子世帯の近所の人からの受領サポート  
 度数 平均値 標準偏差 
二親世帯 1794 1.04  1.682  
母子世帯 164 0.65  1.266  
合計 1958 1.01  1.654  
（統計検定） Ｔ検定 ｔ＝3.645  df＝219.313  p=＜0.001  r＝0.24   






































十分位 平均値 標準偏差 
Ⅰ 0.72 1.476 
Ⅱ 0.65 1.311 
Ⅲ 0.48 1.171 
Ⅳ 0.25 0.655 
Ⅴ 0.31 0.825 
Ⅵ 0.38 0.917 
Ⅶ 0.21 0.706 
Ⅷ 0.25 0.708 
Ⅸ 0.19 0.616 
Ⅹ 0.18 0.638 















表19 二親世帯と母子世帯における抑うつを有する割合   
世帯種別  9点未満 9点以上 合計 
二親世帯 ｎ 1651＊ 273 1924 
％ 85.8% 14.2% 100.0% 
母子世帯 ｎ 134 50＊ 184 
％ 72.8% 27.2% 100.0% 
合計 ｎ 1785 323 2108 
％ 84.7% 15.3% 100.0% 



















図3  等価所得10分位ごとの抑うつを有する母親の割合（二世代世帯） 
 
 
表20 経済状況と抑うつを有する割合 （二世代世帯の母親） 
  9未満 9以上 合計 
低所得 ｎ 1342＊ 203 1545 
％ 86.9% 13.1% 100.0% 
中高所得 ｎ 296 87＊ 383 
％ 77.3% 22.7% 100.0% 
合計 ｎ 1638 290 1928 
％ 85.0% 15.0% 100.0% 

















表21 現在の生活状況と抑うつを有する割合（二世代世帯の母親）  
  9未満 9以上 合計 
ゆとりがある ｎ 216＊ 20 236 
％ 91.5% 8.5% 100.0% 
普通 ｎ 808＊ 91 899 
％ 89.9% 10.1% 100.0% 
やや苦しい ｎ 542 110 652 
％ 83.1% 16.9% 100.0% 
大変苦しい ｎ 196 93＊ 289 
％ 67.8% 32.2% 100.0% 
合計 ｎ 1762 314 2076 
％ 84.9% 15.1% 100.0% 










  9未満 9以上 合計 
就業 ｎ 1034 198 1232 
％ 83.9% 16.1% 100.0% 
非就業(求職) ｎ 183 53 236 
％ 77.5% 22.5% 100.0% 
非就業(非求職・学生) ｎ 556 71 627 
％ 88.7% 11.3% 100.0% 
合計 ｎ 1773 322 2095 
％ 84.6% 15.4% 100.0% 









  9未満 9以上 合計 
高校まで ｎ 636 121 757 
％ 84.0% 16.0% 100.0% 
短大・大学・大学院 ｎ 788＊ 118 906 
％ 87.0% 13.0% 100.0% 
その他 ｎ 266 60 326 
％ 81.6% 18.4% 100.0% 
合計 ｎ 1690 299 1989 
％ 85.0% 15.0% 100.0% 
（統計検定） χ２検定 χ２＝6.300  df＝2  p=0.043  ファイ＝ 0.056 
 
表24 15歳時の生活状況と抑うつ（二世代世帯の母親）    
  9未満 9以上 合計 
大変苦しい ｎ 81 21 102 
％ 79.4% 20.6% 100.0% 
やや苦しい ｎ 210 42 252 
％ 83.3% 16.7% 100.0% 
普通 ｎ 957＊ 143 1100 
％ 87.0% 13.0% 100.0% 
ややゆとりがある ｎ 202 51＊ 253 
％ 79.8% 20.2% 100.0% 
大変ゆとりがある ｎ 109 24 133 
％ 82.0% 18.0% 100.0% 
合計 ｎ 1559 281 1840 
％ 84.7% 15.3% 100.0% 
 （統計検定） χ２検定 χ２＝12.453  df＝4  p=0.014  ファイ＝0 .082 
 











表25 友人・知人からの受領サポートの程度と抑うつを有する割合（二世代世帯の母親）   
  9未満 9以上 合計 
lowサポートグルー
プ 
ｎ 576 137＊ 713 
％ 80.8% 19.2% 100.0% 
Middle サポート 
グループ 
ｎ 506 76 582 
％ 86.9% 13.1% 100.0% 
Highサポートグルー
プ 
ｎ 556 86 642 
％ 86.6% 13.4% 100.0% 
合計 ｎ 1638 299 1937 
％ 84.6% 15.4% 100.0% 


































 LOWサポート MIDDLEサポート HIGHサポート 
母子世帯(n=159） 36.5％ 30.2％ 33.3％   
二親世帯  1778 36.8％ 30.0％ 33.1％ 
 





 LOWサポート HIGHサポート 
母子世帯(n=159） 71.7％ 28.3% 





































 低所得 中高所得 
母子世帯(n=173） 67.1％ 32.9％ 
二親世帯  1755 15.2％ 84.8％ 
 
図7 受領サポート（友人・知人）＊所得の違いの組み合わせごとの抑うつの割合（二世代世帯の母親）  
 
図7の割合 
 LOWサポート MIDDLEサポート HIGHサポート 
低所得（ｎ＝346） 40.6% 27.1% 32.3% 
中所得  723  36.0% 30.6% 33.4% 
高所得  729  34.9% 31.3% 33.8% 
































図8 受領サポート（家族・親族）＊所得の違いの組み合わせごとの抑うつの割合（二世代世帯の母親）  
 
注）家族・親族については、高い割合の場合が多く、平均値（ 8.3 ）で区分してLOWサポートと HIGHサポートに分類した。 
図8の割合 
 HIGHサポート LOWサポート 
低所得（ｎ＝350） 49.7% 50.3% 
中所得  728  62.9% 37.1% 
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  小・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院 その他 合計 
二親世帯 ｎ 38 838 600＊ 398＊ 338 2212 
％ 1.7% 37.9% 27.1% 18.0% 15.3% 100.0% 
母子世帯 ｎ 20＊ 125＊ 55 29 52 281 
％ 7.1% 44.5% 19.6% 10.3% 18.5% 100.0% 
合計 ｎ 58 963 655 427 390 2493 
％ 2.3% 38.6% 26.3% 17.1% 15.6% 100.0% 
（統計検定） χ２検定 χ２＝49.695 df＝4  p=＜0.001  ファイ＝ 0.141  
 
表27 二親世帯と母子世帯の15歳時の生活状況の違い（二世代・三世代世帯を含む） 
  大変苦しい やや苦しい 普通 ややゆとりがある 大変ゆとりがある 合計 
二親世帯 ｎ 107 285 1224 268 143 2027 
％ 5.3% 14.1% 60.4% 13.2% 7.1% 100.0% 
母子世帯 ｎ 14 45 151 30 15 255 
％ 5.5% 17.6% 59.2% 11.8% 5.9% 100.0% 
合計 ｎ 121 330 1375 298 158 2282 
％ 5.3% 14.5% 60.3% 13.1% 6.9% 100.0% 



















二親世帯 ｎ 17 226 1044＊ 730 285 2302 
％ 0.7% 9.8% 45.4% 31.7% 12.4% 100.0% 
母子世帯 ｎ 0 23 93 105 77＊ 298 
％ 0.0% 7.7% 31.2% 35.2% 25.8% 100.0% 
合計 ｎ 17 249 1137 835 362 2600 
％ 0.7% 9.6% 43.7% 32.1% 13.9% 100.0% 
（統計検定） χ２検定 χ２＝50.829 df＝4  p=＜0.001  ファイ＝0.14  
 
表29 等価所得の平均値の違い （二世代・三世代世帯を含む） 
 度数 平均値 標準偏差 
二人親 2066 320.55  234.580  
母子世帯 269 174.24  158.546  
全体 2335 303.69  231.851  
（統計検定） Ｔ検定 ｔ＝13.352  df＝437.934 p=＜0.001  r＝0.54 
Mann-Whitney 検定  U＝132699.000  Z＝-13.959  p=＜0.001 ｒ＝-0. 29 
 
表30 母子世帯（独立型）と母子世帯（同居型）における等価所得の違い 
 度数 平均値 標準偏差 
独立型母子世帯 176 133.55 127.477 
同居型母子世帯 93 251.25 182.072 
注）同居型は、祖父母だけでなく、子どものおじおばなども含む。 
（統計検定） Ｔ検定 ｔ＝-5.556  df＝140.866 p=＜0.001  r＝0 .42 



































































表31 二親世帯と母子世帯の受領サポート 所得十分位ごとの頼れない項目数の平均（二世代・三世代世帯を含む） 
十分位 平均値 標準偏差 
Ⅰ 0.81  1.719  
Ⅱ 0.79  1.670  
Ⅲ 0.59  1.415  
Ⅳ 0.37  1.058  
Ⅴ 0.33  0.942  
Ⅵ 0.40  0.944  
Ⅶ 0.29  1.031  
Ⅷ 0.24  0.766  
Ⅸ 0.19  0.650  
Ⅹ 0.20  0.770  
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 LOWサポート MIDDLEサポート HIGHサポート 
二親世帯（ｎ＝2134） 37.3% 29.4% 33.3% 







































 LOWサポート HIGHサポート 
二親世帯（n=2134） 36.2% 63.8% 






 低所得 中所得 高所得 
二人親（n= 2048） 15.4% 41.7% 43.0% 



































 LOWサポート MIDDLEサポート HIGHサポート 
低所得（n= 417） 39.1% 28.8% 32.1% 
中所得   883 36.7% 29.9% 33.5% 







 LOWサポート HIGHサポート 
低所得（n= 417 ） 48.9% 51.1% 
中所得  883 37.40% 0.626 






























末子年齢   そう思う どちらとも言えない そう思わない 合計 
0-6 低所得 ｎ 457＊ 286 65 808 
％ 56.6% 35.4% 8.0% 100.0% 
中高所得 ｎ 82 84＊ 25＊ 191 
％ 42.9% 44.0% 13.1% 100.0% 
合計 ｎ 539 370 90 999 
％ 54.0% 37.0% 9.0% 100.0% 
7－12 低所得 ｎ 256 215 53 524 
％ 48.9% 41.0% 10.1% 100.0% 
中高所得 ｎ 56 59 18 133 
％ 42.1% 44.4% 13.5% 100.0% 
合計 ｎ 312 274 71 657 
％ 47.5% 41.7% 10.8% 100.0% 
13-19 低所得 ｎ 234 207 63 504 
％ 46.4% 41.1% 12.5% 100.0% 
中高所得 ｎ 53 63 19 135 
％ 39.3% 46.7% 14.1% 100.0% 
合計 ｎ 287 270 82 639 
％ 44.9% 42.3% 12.8% 100.0% 
合計 低所得 ｎ 947 708 181 1836 
％ 51.6% 38.6% 9.9% 100.0% 
中高所得 ｎ 191 206 62 459 
％ 41.6% 44.9% 13.5% 100.0% 
大合計 ｎ 1138 914 243 2295 
％ 49.6% 39.8% 10.6% 100.0% 
（統計検定）0－6歳 χ２検定 χ２＝12.753  df＝2  p=0.002  ファイ＝ 0.113 
      7－12      χ２＝2.447  df＝2  p=0.294  ファイ＝ 0.061 
      13－19      χ２＝2.213  df＝2  p=0.331   ファイ＝  0.059 
      全体       χ２＝12.753  df＝2  p=0.002  ファイ＝ 0.083 
